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目
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本
当
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血
圧
が
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が
る
の
だ
と
仰
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ぱ
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純
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こ
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と
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せ
ら
れ
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潮
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ら
れ
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作
者
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よ
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こ
び
を
伝
え
て
い
る
。
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。
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燕
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。
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。
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。
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一
句
目
、
百
歳
で
も
自
分
の
こ
と
が
で
き
る
幸
せ
。
そ
れ
を

「
不
幸
せ
」
と
逆
説
的
に
詠
ん
だ
と
こ
ろ
に
作
者
の
意
図
が
感
じ

ら
れ
る
。
逆
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ま
た
真
な
り
？

　
二
句
目
、
六
回
目
の
ワ
ク
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ン
が
終
わ
り
ホ
ッ
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心
境
。
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。

　
三
句
目
、
地
球
的
課
題
の
温
暖
化
。
一
人
一
人
が
温
暖
化
防

止
の
課
題
を
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負
っ
て
い
る
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省
エ
ネ
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節
電
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レ
ジ
袋
等
々

み
ん
な
が
温
暖
化
防
止
の
責
務
を
担
う
。

評

評評

～まだ知らない地元農産物の魅力を届けたい！～
　担当者がオススメする地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします！
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～

問農林課　☎22-1253

市内の農産物
直売所情報▶

羽山産直市場「わんこの家」
　「わんこの家」は、白川地区の国道113号沿いに位置し、
市内外からのお客さんで賑

にぎ
わっています。併設する食

堂では、地元の朝採り野菜料理を食べることができま
すので、ぜひお越しください！
●営業時間　【直売所】毎週土・日　10:00～15:00
　　　　　　【食　堂】毎週土・日　11:00～14:00
●住所　白川犬卒都婆字岩ノ上32-2
　　　　☎090-7794-8640

▲地区名から名付けられた
「わんこの家」

▲天ぷらは、季節の野菜を
楽しめます

白石の伝統食を伝える
武家屋敷で「笹

さ さ

巻きの会」

　６月11日、武家屋敷で「笹巻きの会」が開
催されました。この催しは、白石市文化体育振
興財団が笹巻きを次の世代に伝えようと、ヘル
スメイト白石の協力を得て実施。４年ぶりの開
催となったこの日は、市民など58人が来場し、
笹やいぐさを巻く作業を体験したり、試食した
もち米の食感を堪能したりしていました。

▲ヘルスメイトのメンバーから笹の巻き方を教わる参加者

緑のカーテンで夏を涼しく
南保育園でゴーヤの苗植え

　５月24日、南保育園で園児がゴーヤの苗植
えを行いました。この取り組みは、園庭にゴー
ヤを植えて緑のカーテンを作り、夏場の保育室
の気温上昇を抑えようと毎年実施。この日は、
４～６歳の園児32人が参加し、40本のゴーヤ
の苗を植えました。成長したゴーヤは８月下旬
に収穫し、給食などで味わう予定です。

▲真剣な表情で苗の植え付けをする園児たち

花を通じてコミュニティづくり
上郡山地区で花の植栽活動

　５月27日、上郡山地区の国道113号沿いに
ある「ふれあい花壇」で地区住民による植栽活
動が行われました。この日は、子どもから大人
まで約80人が参加し、マリーゴールドやサル
ビアの苗約1,400株を植えました。
　参加者は「ここを通る人にもきれいな花を楽
しんでほしいです」と話してくれました。

▲花壇に色とりどりの花を植える参加者

防災意識の向上を高める
白石市総合防災訓練

　６月11日、震度６弱の地震が発生した想定
のもと、市内の指定避難所などで白石市総合防
災訓練を実施しました。今回の訓練では、安否
確認訓練や避難所開設・運営訓練、白石市消防
団による遠距離送水訓練などを行いました。
　本市では、今後もこうした訓練を通じ、災害
に強いまちづくりを推進していきます。

▲炊き出し訓練を行う白石市婦人防火クラブの皆さん
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t


